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あたりまえのことが、あたりまえにできるように（凡事徹底） 
「凡事徹底」とは、「何でもないようなあたりまえのことを、徹底し

て行うこと」とあります。松下電器の創業者、松下幸之助氏は、取引先

の企業の経営がうまくいっているかどうかを瞬時に見抜かれたそうで

す。その視点は、あいさつ、整理整頓、トイレ掃除の３点。あいさつは、

他人との関わりの第一歩であり、整理整頓は清々しい環境づくりの基

本、トイレ掃除は心を磨く、この３点が徹底している企業は、業績が伸

びるということだそうです。簡単なことができなければ、難しいことは

できないし、何事も徹底しないということでしょう。学校・家庭も同じ

ではないでしょうか。日々の生活は、簡単なことの積み重ねです。あい

さつ、返事、靴をそろえる、時間を守る・・・・。あたりまえのことを、

徹底して行い、「あたりまえのことが、あたりまえにできる子」を育て

ていきたいと思います。 
 
体験を通して学ぶ夏休みに！ 
７月２１日から４４日間の夏休みが始まります。 

小学校を卒業してもう４０数年経ちますが、小学生の頃の夏休みの出来事は不思議と鮮明

に憶えています。夏休みの工作で、ヤクルトの空容器を使い戦車を作ったこと、ラジオ体操

の帰り道、クワガタやカブトムシを捕まえたこと、水中めがねで見た海の中、セミのさなぎ

から成虫が出てくる瞬間を見たこと、お盆に墓地に飾られる提灯・・・・数年前の夏休みの

ことはほとんど憶えていませんが、それだけ小学生の時期は感受性が豊かであり、多くの体

験をしていたということでしょう。 

遊んでばかりの楽しい毎日でしたが、クワガタがいる木を知り、生態を知り、また、海で

は満ち引きで飛び込む場所を変え、牡蠣でけがをして危険な場所を知り、水中めがねを藻で

拭くと曇らないということを知り、お盆はご先祖様を祀る日ということを知り・・・・実は

遊びを通して、体験を通して、いろんな知識・知恵を得た時期でも

あったのです。この時期だからこそ身に付けるべきことがたくさん

あります。ここで身に付けたことが将来に必ず生きて働きます。遊

びでも、手伝いでも、観察でも・・・いろんなことに取り組む、い

ろんな体験をする夏休みを過ごして欲しいと思います。そして、い

つまでも思い出に残る夏休みとなるよう願っています。 

もちろん学習も忘れずに！ 

入賞おめでとう！（よく頑張りました。） 
〇 長崎県民体育大会 カヌー競技 

・小学６年生普及艇  優勝  〇〇 〇 

〇 第 22 回佐世保球友杯夏季大会山高杯 

  ・準優勝  坂の上ソフトボールクラブ 

〇 「歯と口の健康週間」図画・ポスター展 

  ・市長賞  〇〇 〇〇 

〇 第 1 回日本漢字能力検定 

  ・５級合格  〇〇 〇〇 



 事件・事故に巻き込まれないように 

 日本中で、子どもたちが巻き込まれた悲惨な事件・事故が絶えません。何よりも大切な命、

日々、安全指導を行っていますが、地域・家庭でも特に以下のことに御注意いただきますよ

うお願いいたします。 

 

 

※ 学校より「夏休みの過ごし方」のプリントを配ります。きまりを守って楽しい夏休みが過

ごせるよう、ご家庭でも確認をよろしくお願いします。 

 

 

今後の主な行事予定 
 

・20 日(金) 前期前半終了日 

・21 日(土)  ～夏休み 

・24 日(火) 学習相談、水泳教室、保護者面談 

・25 日(水) 学習相談、水泳教室、保護者面談 

 

 
 

 

 

・ ９日(木) 全校登校日（県民祈りの日） 平和学習  

※１１：２５頃下校します。 

・１１日（土）～１５日（水） 学校閉庁日 

  ※緊急時の連絡先は、後日配付のプリントをご覧ください。 

・21 日(火)  全校登校日     

※１０：４５頃下校します。 

 

 ９月３日（月）前期後半開始日 

  ※通常日課（１～３年 ５校時  ４～６年 ６校時）、給食もあります。 

 

 

 梅雨が明けた途端に猛暑が訪れました。教室の扇風機を回しても、

室内は３０度を超える暑さです。そんな中でも子どもたちは朝から

元気いっぱい、汗びっしょりになって遊び回っています。 

熱中症予防のために、こまめな水分補給、帽子の着用等を呼びか

けていますが、まずは、日々の体調管理が一番大切です。そのため

には生活のよいリズムを整えることです。早寝・早起き・朝ご飯で

十分な休養と栄養補給をお願いします。元気に猛暑を乗り切ってほ

しいと思います。 

水の事故注意 

 近くに川がある環境の中、水の事故には

十分注意をお願いします。海で泳ぐ場合は、

子どもだけにならないよう、保護者監視の

徹底をお願いします。 

「いかのおすし」           

知らない人についていかない。  

 知らない人の車にのらない。 

 おお声でさけぶ。 

 すぐ逃げる。 

 近くの人にしらせる。 


